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おもな内容: (>科学技術館新展示紹介 みんなで知ろう一一一原子力 。ランダム ・ アクセス ・ ビデオシステム

(映像展示用ビデオ装置) 労働省大阪産業安全技術館 く〉第 9 回博物館事業研究会 く〉会員館閣の紹

介恩賜林記念館(>会員館園の消息

【新しい展示】

みんなで知ろう一一一原子力一一

1 . はじめに

かつて，エネルギー問題が国民lζζ れほど関心を持た

れた例はなかったといわれる今日， I原子力」は日本に

とってその関心の中心K置かれているテーマといえる 。

原爆を体験し，水爆実験の犠牲者を出 した日本が， 諸

外国に比して「原子力」に過敏なほどの関心を寄せるの

はまったく自然のことである 。

我が国は， すでにど存知のとおり原子力発電所が稼動

し ， 供給ェヰ、ノレギーの11%を占める段階にある 。 こうし

た中で原子力発電の是否論も何回となくくり返され， い

まだ社会全体のコンセンサスを得るに至っ ていないのが

現状である 。

我が国の将来へのエネノレギー問題と，原子力発電の安

全性との問題を 1 人ひとりが真剣に考え，何を選択すべ

きかを問われたときの準備をしておかねばならない。

当館の新展示「みんなで知ろうー原子力一」は， 現在

の原子力発電技術を科学的知識として 1 人ひとりがとら

える中から，建設的な議論がまき起こる ζ とを念じてつ

くられたものである 。

乙の誌上をお借りし， 主な展示を紹介したい。

2 . 展 示 の概要

(1) ζ んにちは/ 私は「アトマ」です。

原子力，ときくだけで，何かむずかしいもの， ζ わい

もの，といった意識が働き，敬遠されがちである 。 そこ

で ， 乙の部屋のプロローグとして目を引き，部屋の案内

メッセー ジをしゃべるロボッ卜をつくった。 お腹K仮空

科学技術館

の乙とではあるが超小型の原子炉をかかえた精巧なもの

で，マイクロコジビュータにより作動する 。

(2) ぼくらにもできるか原力炉の運転

クランがもえる，とはどんな乙とか， 原子炉をつかっ

てどのように熱をとり出すのか， という基礎的な ζ とを

知っている人は案外少ない。 乙の展示は，一種のシミュ

レーション模型で， ナレーションの指示 p::従ってポタシ

.島幽幽副島白山日必幽4血品雌鋪

プロローグ展示原子力ロボット「アトマ」
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操作を行うと原子炉の基本的なしくみと働きがひと目で

わかるようなしかけになっている。

(3) アトミツクシアタ ー

乙の中では， 2 つのプログラムを楽しむことができる。

1 つは 1 ページの大きさが縦1. 7m横1. 2m ， 全部で

12ページの特製大型絵本により，キ ュ ー リ一夫人が語る，

「ミクロの探険者たちJ の物語である。

ζ れは， 19 世紀末の νγ ト グンのX線発見にはじま

り，キ ュ 一 日夫人のラ ジクムの発見， オットハーンたち

の核分裂の発見， そしてフェノレミが世界最初の原子炉の

運転に成功するまでの原子のあけぼの物語を感動的に綴

るものである。

原子力の乙とを理解しようとするとき，科学者たちの

発想のプロセスを知る乙とが大変役K立つ乙とをとの物

語を辺じて知ってほしいと念じているものである。

もう 1 つのプログラムは，大型のビデオプロジェクタ

ーを使い， NHKのクイズ番組「ほんとにほんと ? J K 

ヒソトを得てつくられた「ほんとはどれだ?ピグオ Q &

AJ である。 一般家庭の親子 3 人が，司会者の出す原子

力全般の問題lとそれぞれ回答する。観覧者は押ボタンに

よって， 正解を述べた 1 人を当てるものである。

や観察装置によって理解させる。

(6) 安全運転は原子力発電所の使命

原子力発電所の安全性にいろいろ疑問を持っている人

は少なくない。とくにアメリカのス 3 一マイル発電所で

起きた事故以来， 当館にもその種の質問がとび込んでく

る。原子力発電所では， わずかなクラシ燃料から，莫大

なエネノレギーをつくり出すかわりに， 放射線を出す物質

も生まれるので，他の発電所とらべて，その安全運転に

は， より慎重さが要求されてしかるべきである。

乙乙では， 原子力発電の安全性で， とくに一般のひと

びとの疑問が集中するテー7を10間選ぴ，現在の発電所

がそれにどのように取り組んでいるかをフットスイッチ

によって乙たえるパネルトジネノレディスプレイである。

(7) 乙んなにいろいろアイソ ト ープの利用

ラジオアイソトープというのは放射線を出す物質で，

放射線のもついろいろな性質を利用して農業， 医学，工業

などで新しい技術が実用化されてきているものである。

乙乙は， その利用テーマを 5 つのコースに分け，ラン

ダムアクセススライド装置によって希望のコースのスラ

イドを選びながら学ぶコーナーである。

今回の展示では， とくにスライドの選択機構にコダッ

クのダイアノレ式選択機構を採用し， より一層選びやす

く ， 楽しいシステムにするととを心がけた。 とうした新

しい試みは， 一方でメンテナジス上の種々の問題をかか

えるものであるが， 製作段階で市販品に相当な改造を加

えるととによって， 扱いやすく長もちするシステムが構

成できるのではないか， と考えられる。

3 おわりに

原子力の展示を企画，製作して痛切に感じた乙とは，

目にみえないミクロの世界を紹介することのむずかしさ

である。わかっている人には乙れほどおもしろい学聞は

ないといわれ， さっぱりわからない人にはどうしようも

アトミツクシアター内部のようす ないのである。現在の学校教育において， 原子の構造や

ふるまいの基礎をまとまって教えるのは高校K入ってか

(4) 乙んなにあります 日本の原子力発電所 らである。乙れでは原子力はわからない。

実物大の原子炉をあらわすディスプレイを背呆lζ ， ビ 今回の展示は， そ乙を何とか救おうとディスプレイの

デオによって 日本の原子力発電所の内部と安全対策を紹 面，展示手法の面でかなり検討し努力したが， 結果的

介する。 にはやはりパネルが多くなってしまった。原発の安全性

(5) 乙乙にもきている自然の放射線 に関する議論がかみ合わないまま今日に至っているのを

原子力の中で重要な問題は， 放射線iζ対する認識であ みたl時， この展示をとおして私を含め 1 人でも多くの人

る。自にみえない放射線の性質をよく認識し， その安全 が的はずれな認識を修正し，本当の問題につねに目を向

管理と利用のパラジスを考えなければならない。 けることができるようになれば，それな りの役割を果た

乙乙では， 私たちが普段， 自然からの放射線を受けて した乙とになるものと思う 。

いる乙と ， X線も放射線の一種であること ， 放射線はも (山田英徳〕

のをつきぬける力がある乙となどをいくつかの実験装置
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、 ランダム・アクセス・ビデオシステム、 (映像展示用ビデオ装置〉

1. 開発の動機

当館では，従来より模型，実物，パネノレなどの展示に

よって安全教育活動を行ってきたが， 乙れをさらに充実

させるために展示の一部に映像方式の導入を決定した。

その第一次として一昨年ランダム ・ アクセス ・ スライ

ド装置(全科協ニュ ー ス Vo l. 9 JI'ﾓ. 3 IC紹介)の製作と共

に， ソフトも当館 IC適したテーマのものを独自で製作，

蓄積し，これを有効に活用してきたので， 非常に効果を

あげてきている 。

しかし，静止画像であるので装置の作動状況や事故の

発生状況など「動きのある現象」を理解させるのに困難

であった。 そこで第二次として，乙れを解消させる乙と

ができると共IC，参観者が多数のテーマの中から自由に

選んで観覧でき， しかもソフトの交換， および製作にお

いても即時性， 反復性tζ優れた手IJ点のあるビデオテープ

を利用したランダム ・ アクセス ・ ビデオシステムを製作

するととに決定した。製作にあたり先輩諸館にて利用さ

れている VTR システム方式の調査をしたが， そのまま

の方式では導入が困難であるため， 当館独自の方式で開

発を行うこと，になった。

開発の条件を次のように設定した。

(1) 参観者が多数のテーマ内容の中から希望するテーマ

を任意l乙セレクトし自由に観覧できる機構であるこ

と 。

(2) コ γ ソ ーノレタイプである ζ と 。

(3) ランダム ・ アクセスでセグメント検索とし， max 99 

可能とする乙と。

(4) 有人確認装置を併設し参観者が観覧を放棄した場

合， その時点で映像はストップさせる こ と。

(5) プログラミシグのイシプッ ト が容易であるとと。

(6) ス ーパーおよび景色を録画したテロップを有効に活

用させ参観者 l乙倦怠感を与えないこと。

(7) 主電源は， 開館，閉館と同時に自動的に， ON , OFF 

する乙と。

(8) VHF , UHFの受信， 録画， 再生が可能である 。

労働省大阪産業安全技術館

(9) VTRなどの使用頻度およびテー マの使用回数表示

ができる乙と。

(10) 停電保障回路を設けるとと。

(11) 価格は，予算範聞である ζ と 。

以下，当館で開発したランダム ・ アクセス ・ ビデオシ

ステムについて紹介する 。

2. システムの概要

ビデオプレー ヤ一部， ビデオコーダ一部， コジトロー

ノレ部(コシビュ ータ内蔵)，モニタ 一部， 電源、部などより

構成され， 乙の装置には ， 99種類のテーマがス ト ックさ

れており ， 参観者は， そのうちから希望するテーマ番号

をテンキーで指示すると自動的に再生される。そのテー

マが終了すると自動的に停止する機構になっている。と

のビデオブースでは， 10人位が同時に観覧できる。

3. f士 様

(1) 型式 コシソ ーノレタイプ

(2) V T R yzグベータ ー フォ ー マッ ト 方式 1 台
(テロップ用〕

(3) プレー ヤ一 %グベーターフォ ーマット方式 5 台

(4) モニター 20" 1 台

(5) 検索方式 ランダム ・ アクセスセグメント検索

(6) 検索数 max 99 

(7) 全再生時間 max5 時間

(8) 有人確認装置 1 台

(9) 主電源 AC ・ 100V 60Hz 

(10) 本体サイズ 900W x 800 D x 2050 H 

4. 技術的検討の過程

ハー ドおよびソフ ト の両面よりみた前記仕様決定まで

の過程を参考までに記述する。

現在国内で使用されている VTRには， 2" ( 2 インチ

の略，以下同 じ) ， 1", U , ~告人 ・ と多数あるが， Uマチ

ックと弘"と比較すると表 1 のとおりである。

表 1 U マチックと%グの比較

王子町解 イ象 度 I /, - r' * fali I j-- 7" * fali I ~ 久 則同一時でシーハ ー ド単価 テ ー プ単価 、ー ド ， ソブ 化すると

U マチック 1 優れている | 高 価 | 高 価 | 優れている l 仕 様 劣 る

112" る| 仕 様優れている
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当館においては， 将来この装置を有効に活用できる乙

とを重点におき，解像度は少々劣るが仕様を優先lと考え

て 1j2" を採用した。

しかし現在， Yz" VTR ， ビデオカメラなどのビデオ

ハー ドには ， VHS方式とベータ ー フォーマット方式の

2 種類の規格がある。両方とも回転ヘッド方式，ヘリカ

ノレ方式， アジマス記録方式は同一であるが，アジマス傾

斜角，記録トラックピッチ，テープスピードなどが異な

っているのが大きな相違点であるだけで， 性能面におい

て優劣がつけがたい。また将来どちらの方式に規格統ー

されるか見通しがたたない。しかしベータ一方式の方が

ハー ドは安価で小型化の傾向があり ， ビデオカセットも

コジパクトで安価であると同時にシステム化した場合，

同一予算であれば仕様が向上できる 。 よ ってこのランニ

ングコストおよび仕様を重視して，カセット式 1/2 " ベー

タ ー フォーマット方式を採用した。

図 1 系統図

2 

, 1 -5-プレーヤー テーマ)IJ max 99 o 6-\'TR テロ '7111

醐 .1 .'弓・ t:.. ，t..~に

園町.凶 I . ~;::-~.\I'?'.. .~ ' 
j ・日三議日正J'';'~:~':~:~~~~でで 0 ・町、
イ の 川 .."ri'~'"即日、-"七三ご二

構成として考えられるのは，大きく分類して 1 プレー

ヤー 1 テ ーマ方式と 1 プレーヤー多数テー 7方式の 2 つ

である。

前者は，構成がシンプノレであるのでトラブノレが少ない

と思われるが，多数のテーマになればプレー ヤ ーがテー

マ数だけ必要になり膨大な費用がかかる。

後者は，プレーヤーが少なくて多数のテーマがストッ

クできる。ビデオテープは常に早巻き，早送りの繰り返

しが必要になるので損傷は激しいと恩われるが， システ

ム化すると前者と比較して相当安価になった。よって当

館においては， 図 1 の構成で製作の決定をした。

ζ の装置の製作にあたって特に検討した事項を列挙す

る。

(1) 前回製作したランダム ・ アクセス ・ スラ イド装置で

改善する必要が生じた点を考慮した。すなわち，参観

者がそのテーマ l乙参加するという怠志もなしに興味半

分でセレクトボタンを押したまま立ち去ってしまうの

で， 次の参観者は， そのテーマが終了するまで他のテ

ー 7が見られない。これを解消させるためブース内 iζ

有人確認装置を設置し，参観者が不在になると同時に

次の指示が可能となるようにした。また取り消しボタ

ンも併設したので， 参観者は再生中でもテーマ変更が

自由に行えるようにした。

(2) ヘッドの損傷が激しいと思われるので取り替えなど

の目安とするため， 各プレーヤーの可動時間および各

アーマの関心度を知るための度数を映像で表示した。

(3) 操作を簡単にするため， 検索は 1 桁の数字で可能と

した。

(4) 今回99アーマの検索可能とした理由 IL は， 当館では

従来よりスライドなどの映像展示は， r安全教育」を

主目的としていたが， 今回 3 台のプレーヤーは従来ど

おりの目的で活用し， 残り 2 台を「安全技術情報サー

ビス」を主目的に試みた。

そのソフトは，広報をかねて現在当安全研究所刊行
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の技術指針，安全資料， 研究報告などの表題と抄録な

どを各ジャンノレ別に分類して装填しているので，当館

職員の手をわずらわさずに参観者は情報リストの検索

ができる。また ζ れと平行してホーノレソ ート を利用し

ての情報検索の実施も試みた。

5 . おわりに

将来有効に活用できるために，フローチャートの段階

であらゆる方向から検討して万全を期して製作にかかっ

たが， 少々複雑化の傾向になり今後のトラブノレが多少心

配である 。

また，予算の制約もあり U マチック でシステム化は実

現できなかったので，やむなく弘m でシステム化したの

であり，今後 1- 2 年経過時点、がたのしみであ る。

どんなに苦心して将来性に富んだ良いハー ドを製作し

でも ， ζ れを効果的かつ有効に活用するか否かは，今後

のハードのメンテナシス，ソ フ トのフォローとその内容

に左右されるであろう 。 そ ζ で今後あらゆるジヤジルに

わたって当館独自でビデオソフ トを製作 し ， 豊富に取り

そろえていつでも参観者のニーズに対応できる体制をと

り ，技術館の充実と発展に役立たせる必要があると考え

る 。 (谷井一夫〉

，、 .内向 ."...>1 .........'1. .....' ..... ・、内向"t.，II ....~'l.-<I"ぜ山“，. .... .....'..... . "' '''" ...'-o .......w' ・d加、 .... .......，_........~. ...''-"'、 内 ."u'~、内 . ，'y.I 'u""" ・'凶回、"_"匂

第 9 回博物館事業研究会

第 9 回全科協博物館事業研究会は， I科学博物館にお

ける資料の保存と管理」を研究テーマとして， 3 月 5 日

から 7 日 まで実施された。会場は国立科学博物館で，参

加者は事務局を含め24名であ っ た。

第 1 日目一一一午前は， はじめに全科協理事長のあいさ

つがあり ， 続いて参加者の自己紹介，事務局か ら の日程

説明等があ っ た。

午後は， I資料損壊の要因」について岩崎友吉氏が講

演を行った。 資料の材質ζ とに，損駿の要因とその対策

について長年にわたる盤 富な経験に基づき話を進めら

れ， 参加者にと っ て非常に有意義な内容であ っ た。 各館

の現状に即した質疑応答も活発に交わされた。

第 2 日目 日本接着剤工業会の沖 主j:!:俊直氏により

「接着剤の基礎」について話題提供があり ， さ ら に接着

剤の正しい使い方について 5 種類の接着剤を取りあげて

実習を行った。

第 3 日 目一一会場を国立科学博物館分館lζ移し，動物，

植物，地学の資料庫を見学しながら，資料の保存管理の

設備， 施設の問題点を探った。 午後は 3 日間のまとめ

として資料の保存のあり方について研究討議を行った。

会員館園の紹介

思賜林記念館
し， 郷土の認識を深め， 特に小中学生K対し自然科学の

指針となるようにと，記念館内lζ動植物の標本室をつく

った。あわせて， 県内外の林業i乙関する書籍等を収蔵し

山梨県は，古 くから水害が多く発生し明治期だけでも 図書室として公開している。

実に35固におよんだという 。 特に明治40年， 43年の水害 従来，山梨県lζ生息，または，出現を認められた鳥類

による被害は甚大で県民の困窮はその極に達した。 は， 47科247種，獣類は ， 16科46種，といわれているが，

当時から，四方山K阻まれた本県はその山林のうち約 記念館に収集された鳥類および獣類等の標本はつぎのと
3 分の 2 が御料地(皇室財産) であった。 明治44年，乙 おり である 。

の実情をお察して，明治天皇はこの御料地の大部分を山 鳥類は43科， 414個体，獣類は16科， 66点，その他昆虫

梨県lζ御下賜になった。 乙れが恩賜県有財産という県有 類は， チョク類1 ， 132点， トンボ類403点，セミ類95点，

林である。 ガ類302点，甲虫類61点を数える。

昭和27年，恩賜林御下賜40周年を記念して舞鶴公園内 チョク類 1 ， 132 点のなかには，国チョク，オオムラサ

に恩賜林記念館が建設された。 そして， 県内 K生息， ま キや，高山チョクのブモマペニヒカグや，ヒメヒオドシ

たは，分布する動物の標本を収集して広く一般に公開 などの貴重なものも含まれている。 また， 鳥類標本のな
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かに「プッポクソク」と「コノハズク」が並べて展示し T E L (04946) 6-0404 

である。 そして乙の「コノハス・ク」乙そ，平安時代以来 O新潟県自然科学館建設準備室(購読会館から正会員に)
1 千余年「プツポクソク」と鳴くのは現在命名されてい ~951 新潟市学校町 1 新潟県企画調整部
るプツポクソワ科の「プツポクソク」ではなく，実はブ T E L (0252) 23ー5511
ク ロク科の「コノハズク」であるという，学説を訂正し O東京前川科学株式会社(購読会員)

~101 東京都千代田区神田多町 2-3
た記念すべき鳥である。
また， 多くの鳥は雄が色彩的 11:美しく，かつ雌が抱卵 O株式会社 乃村工芸社営業企画部(維持会員〕

育雛であるのに，逆に雌が美しし抱卵育雛に雄が当た ~105 東京都港区芝浦4-6-4
るという変わり種のシギ科の「タマシギ」の標本もある。 (人事異動〕
乙れらの充実した資料が収集されたのは， 小鳥のおじ O佐賀県立博物館長

前館長大塚正道さんのユックネームで親しまれた故中村幸雄氏が笹本芳

明氏(前県立鳥獣セシタ一所長)を始め， 県内外の動植

物学者等の協力を得て約10年にわたる年月をかけ積極的

に収集した結果である。

記念館の標本は， 最近展示スペースもすくなくなり，

かっ， 県の申し入れもあり鳥獣類昆虫等を，一時県立鳥

獣セッター(甲府市和田町字村の内3004- 1). および県

立八ツ岳少年自然の家(北巨摩郡高根町念場ケ原3545)

等に展示のため貸し付けしてある。

所在地 ~400 甲府市丸の内 1 -5-4 舞鶴公圏内

電話 (0 5 5 2) 3 7 ー 1 5 9 5 

休館日 日曜日 ， 祝日

開館時間 9: 00-17 ・ 00 (土曜日は12: 00まで)

入館料無料

会員館園の消息

〔新入会〕

O埼玉県立自然史博物館準備事務所

~369-13 埼玉県秩父郡長瀞町長瀞1403-1

新館長永原正隆，

0山形県立博物館長

新館長鈴木幹雄， 前館長 遠藤来ニ

0岐阜県博物館長

新館長大橋桃之戦Iì. 前館長松尾克美

0瑞浪市化石博物館

新館長熊谷光男， 前館長渡辺俊典

0真鶴サボテシランド

新園長高橋 科!1. 前園長野田泰j単

〔住所変更〕

0岐阜市少年科学セジター (1岐阜市児童科学館〉

~500 岐阜市本荘八ケ坪3456-21

T E L (0582) 72-1333 

0郡山市児童文化会館

~963 福島県郡山市関成 1 -1-1

T E L (0249) 32-5326 

0蚕糸試験場

~300-21 茨城県筑波郡谷田部町大わし 1ー 2

T E L (02975) 5-1521 

l~ 
株式会社 東京スタデオ

本社 東京都豊島区駒込1- 14- 6 TEL 03 ・ 946 ・ 824 1

TOKYO SAPPORO SAITAMA HAMAMATSU TOYOHASHI KYOTO 
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